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京都大学臨界集合体（KUCA）A架台に構築した未臨界体系で測定した原子炉雑音データを用いてMVP3.0

の炉雑音解析機能による実験解析を実施した。本発表では即発中性子減衰定数について、実験値と計算値

を比較検討し結果を報告する。 
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1. 緒言 

 連続エネルギーモンテカルロコード MVPには炉雑音解析機能が実装されているが、炉雑音測定実験デー

タを用いた妥当性確認は十分に行われていない。そこで本研究では未臨界度 0.3%k/k から 25%k/k の未臨

界体系で取得した炉雑音測定データを基に MVP の炉雑音解析機能を用いて実験解析を実施した。 

2. 実験 

 京都大学臨界集合体（KUCA）の A 架台において図１に示す中性子スペクトルの異なる２種類の未臨界

炉体系（EE1, EE05 炉心）を構築した。EE1炉心では燃料要素として厚さ 1/16”の濃縮ウラン（EU）板 2

枚と厚さ 1/8"のポリエチレン板 1 枚から成る基本セルが 60 回繰返し配置され、EE05 炉心では EU板 2 枚と

1/16"のポリエチレン板 1 枚から成る基本セルが 80 回繰返し配置されている。中性子検出器は 1”の BF3検

出器を利用した。0.3%k/k から 25%k/k の未臨界度において燃料固有中性子源駆動下で中性子計数の時系

列データを取得し、Feynman-法により即発中性子減衰定数を求めた。 

3. 計算方法 

 計算は核データライブラリ JENDL-4.0 と MVP3.0 の炉雑音解析機能を用いて実施した。計算条件は総ヒ

ストリー数を 540 万ヒストリーとし、BF3検出器の有感領域に中性子吸収反応タリーを設定し、時間依存の

固定源問題として Feynman-法の数値実験シミュレーションを実施した。計算で得られた中性子相関量と

ゲート時間の依存関係から最小自乗フィッテイングでを求めた。 

4. 結果 

EE1 及び EE05 炉心の未臨界体系で得られたの実験結果と MVP による計算結果を図２に示す。 

の MVP による計算値は実験値に対して±10%の範囲で一致し、未臨界度 0.3%k/k から 25%k/k の非常

に広い未臨界度領域において MVP の炉雑音解析機能の妥当性を確認することができた。 

 

図１：実験の炉心体系図              図２：の実験値と計算値の比較 
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